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Everyone is the Hero.

学校経営ビジョン R４のテーマは・・・

ひとりひとりが主人公
～子どもをつつむ学校・家庭・地域の協働～

手をとりあう
バラ園の維持管理についての検討
教職員との合同研修や協議会の実施
地域行事への児童の主体的な参画の充実
５０周年記念事業への参画

わかる
職員・児童への学校運営協議会委員の紹介
児童への補導委員・見守りボランティアの紹介
学校通信やHPによる参画と協働の取組の随時発信

ボランティア
大学生や高校生の活動の充実
図書、園芸等のボランティア活動の支援の充実

地域の参画と協働

たちあげる
保護者、地域からの実行委員の公募←学校運営協議会が柱
プロジェクトチーム（実行委員会）発足
教職員の組織との協働・児童の参画

はじめる
記念式典（令和５年11月22日「創立記念日」あたりで）
冊子・記念品 ・その他 ・運動会や音楽会は周年記念

創立５０周年

自己肯定感を得させるための見通し（計画）と振り返り
授業や行事、家庭学習を通した主体性の育成
キャリア教育の視点を踏まえた体験学習や外部人材の活用
「子どもが前に立つ、発言する」リーダー意識を高める

心のはぐくみ

たしかな学び
個別最適化のための少人数授業や放課後学習の実施
ICTを利用した授業及び業務の改善、デジタル教材の活用
主体的・対話的で深学びを促す授業の在り方の研究・研修

身体をきたえる
体力と運動能力を向上させるための取組

こどもたちへ

しらせる
学校通信・学級（学年）通信・ホームページ等の充実
学校・学年・学級の教育方針の周知、理解の促進
取組の計画・状況・振り返り・評価結果の提示
子どもたちの様子の発信

｢ありのまま｣をともに
授業参観・オープンスクールの実施
学校行事の開催と観覧方法の改善
各種通信やホームページの活用

保護者とともに

自己肯定感の醸成
「個別最適化された学び」、「主体的・対話的で深い学び」の創造
地域・家庭・学校の協働と子ども同士のつながりの深化

令和4年度学校経営ビジョンは、

昨年度の課題や学校評価をふ
まえて、学校全体で議論し、学
校運営協議会の承認を得て策
定しました。

本校の強みを活かし、未来をた
くましくしなやかに生きる子ども
たちを育てます。


